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SA8700A C-V2Xテスト 
ソリューション
5Gの進化に対応した信頼性の高いC-V2Xの開発

自動運転車(AV)のビジョンの主軸は、事故を減らして道路
の安全性を高めることにあります。そのビジョンの支えと
なるのが、何が起こっているかを観察し、次に何が起こる
かを予測して、防護措置を自動的に講じるといった、状況
認識の能力を向上させるテクノロジーです。

そこに到達するには信頼できる通信が不可欠であり、ワイ
ヤレス通信テクノロジーには、優れた帯域、予測可能な性能、
低遅延、高速接続が求められます。そこで、より高いレベ
ルの自律動作を可能にする無線リンクとして登場したのが、
C-V2X(Cellular Vehicle-to-Everything)です。

C-V2Xの開発を成功 
させるための課題
5Gが進化し続けるため、
C-V2Xのテスト要件も 
それに伴って変化します。
C-V2Xデザインの性能を 
徹底的に検証できるか 
どうかは、テスト 
プラットフォームが、 
テストシナリオの変化に常に
対応しながらRF、プロトコル、 
アプリケーション層の 
テストを実行できるか 
どうかにかかっています。

S O L U T I O N S  B R I E F
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C-V2Xの具体化が継続的に行われている理由の1つは、C-V2Xが、第5世代(5G)ワイヤレステク

ノロジーの進化と配備に依存しているためです。3GPP(3rd Generation Partnership Project)リ

リース14では、C-V2XのV2I(Vehicle-to-infrastructure)通信に焦点が当てられています。Rel14 

C-V2Xの目標は、道路の安全性を高め、交通効率を向上させ、拡大する旅行者サービス範囲に対

応することです。

同様に、5G New Radio(NR)ベースのC-V2Xのビジョンには、超低遅延、より大きなペイロード、

より高速なデータレート、より高い位置決め精度を備えた、信頼性の高い通信が含まれます。5G 

NR C-V2Xは、これらの属性を活用することで、車両の自律化促進の大きな成功要因になって

います。

Rel14 C-V2Xの主な特長 5G NRベースのC-V2Xの主な特長

 • 安全メッセージの配信 
（例：基本的な安全メッセージ）

 • ITSバンド（ITS 5.9 GHzなど）上での 
PC5インタフェースを経由したV2V、 
V2I、およびV2Pの動作

 • 標識アプリケーションを含む危険な 
場所の通知

 • 安全メッセージの配信 
（例：基本的な安全メッセージ）

 • グループキャストとユニキャスト

 • 隊列走行、高度な運転、拡張センシング、 
遠隔運転
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キーサイトのソリューション： 
C-V2Xの進化に対応
現在、キーサイトは、進化するC-V2X規格に歩調を合わせて変化し続ける、唯一のソリューショ

ンを提供しています。SA8700Aテストソリューションは、RF、プロトコル、アプリケーション層

のテストをサポートしており、基盤となるプラットフォームは、5G NR C-V2Xの今後のリリース

にも対応します。これにより、ソリューションへの初期投資が保護され、高度な安全機能を実現

する新しいテクノロジーの配備が加速されます。

キーサイトのC-V2Xソリューションは、主要なインタフェースであるUuとPC5の両方のプロトコ

ルテストとファンクションテストに対応しています。基盤は、実証済みのKeysight UXM 5Gワイ

ヤレステストセットです。これを、C-V2Xテストアプリケーション(C8732114A)、Keysight Xア

プリケーションC-V2X RF測定スイート(C87320R1A)、C-V2X波形生成(C87320R2A)、高度道

路交通システム(ITS)スタック(CA8700A)、およびアプリケーション層のテストと組み合わせます。

この強力なソリューションには、UuおよびPC5無線リンクで使用されるトランスミッターとレ

シーバーのRF測定機能もあります。

 • トランスミッターの特性：パワー、エラーベクトル振幅(EVM)、周波数確度、バンド内放射、
隣接チャネル漏洩電力比(ACLR)

 • レシーバーの特性：感度、最大入力レベル、隣接チャネル選択度

すでに4G LTEまたは5Gテストにキーサイトの別のソリューションを使用している場合、C-V2X

ソリューションは、同じXアプリケーション、およびキーサイトのシグナル・アナライザやワイヤ

レステストセットで使用されているものと同じ測定アルゴリズムを活用します。
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製品番号 概要

C8732114A

C87320R1A

C87320R2A

C8730115A

C8700200A

C-V2X Rel 14 – PC5シグナリング
C-V2X RF測定
C-V2X波形生成
LTE Rel 15 – コアシグナリング
テスト・アプリケーション・フレームワーク

UXM 5Gソフトウェアのオプション

C8732114A C-V2Xテストアプリケーションの特長
 • 基本的なサイドリンク(SL)データTxおよびRx

 • SL同期Tx

 • SL MACスループット測定

 • Xアプリケーションによる一般測定

 • V2X用のLTE RRCシグナリング（SIB21、TM3 RRCReconfiguration）

 • TM3ベーシックスケジューラ

 • GNSSシミュレーション（MXG経由）

 • ATコマンドによるテストモードE

 • ITSスタックを搭載（別アプリケーション）
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C87320R1A C-V2X RF測定 

 • 変調解析

 • DMRSを用いたPSSCH

 • DMRSを用いたPSCCH

 • PBSSおよびSSSS

 • DMRSを用いたPSBCH

 • EVM、周波数誤差、I/Qオフセット

 • EVM対時間

 • チャネルパワー

 • オン／オフ時間マスク

C87320R2A C-V2X波形生成 

 • フルコード化されたPSSCH、PSCCH、PSBCH、PSSS、SSSS

 • マルチUEのスケジューリング

 • MIB-SL-V2Xの自動生成

 • SCIの自動生成

 • FRCウィザード
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UXM 5Gソフトウェアのオプション

製品番号 概要

E7515B-506 周波数レンジ、300 MHz～ 6 GHz

E7515B-PA1 プロトコルプロセッサA

E7515B-PB1 プロトコルプロセッサB

E7515B-PC1 プロトコルプロセッサC

E7515B-PD1 プロトコルプロセッサD

E7515B-R81 RFアップダウンコンバーター（8出力/4入力）

E7515B-SA1 シグナル・プロセッシング・モジュールA

E7515B-SB1 シグナル・プロセッシング・モジュールB

E7515B＋R-C7A-002-L 標準ハードウェア・サポート・プラン - 1年

PS-S20-UXM オンサイトのスタートアップ支援サポート

C88899A-011 C-V2X用アクセサリ

信号発生器のハードウェア／ソフトウェアオプション

製品番号 概要

N5182B MXG Xシリーズ RFベクトル信号発生器

N5182B-503 周波数レンジ、9 kHz～ 3 GHz

N5182B-656 ベースバンド波形発生（80 MHz帯域、32 Msaメモリ）

N5182B-660 リアルタイム信号発生

N5182B-009 内蔵SSDメモリ

N5182B-1EQ 低出力（－110 dBm以下）の確度保証

N5182B-403 AWGN付加

N5182B-UNX 低位相雑音

N7609EMBC グローバルナビゲーション衛星システム(GNSS)用Signal Studio
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CA8700A ITSファンクション・テスト・アプリケーション
 • ITS共通コンポーネント：UXM5GをNordsys* ソフトウェアコンポーネントに接続

 • 欧州、米国、中国向けITSスタック

 • waveBEE Creator：シナリオ作成

 - あらゆるタイプのV2Xメッセージ（トラフィックおよびインフラ）

 - 単一シナリオ内の複数のエンティティー（自動車、信号機など）とイベント

 - DUTをシナリオに簡単に統合

 - 定義済みDay-1シナリオ

 - シームレスなシナリオ実行

 • waveBEE touch：シナリオ解析

 - リアルタイムの視覚的なシナリオビュー

 - メッセージ情報の可視化（経路履歴、車線情報、信号位相、車両の寸法など）

 - 詳細な解析用の記録／再生機能

 - 生の値と解釈された値の詳細なメッセージ分析

 - カスタマイズ可能な様々なフィルターを使った詳細なメッセージ解析

* キーサイトとNordsysは、V2Xシステムのテスト用に、Nordsysの主要なソフトウェアコンポーネントをキーサイトの
テストソリューションに組み込むライセンス契約を締結しました。waveBEE®製品は、自動車メーカー、エンジニア 
リング会社、公的研究機関で幅広く使用されており、最近の欧州ITS Corridorプロジェクトで用いるシステムとして 
選定されています。

waveBEE Creator

waveBEE touch
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V2Xテクノロジーの配備を加速
最も効果的なC-V2Xテストソリューションは、技術要件の進化を決して見逃しません。キーサ

イトのソリューションを使用すれば、包括的かつ総合的な方法でRF、プロトコル、アプリケー

ション層などのテストを行うことができます。以下の5つの主要な機能により、品質、性能、安

全性に関する厳しい目標を達成する能力が強化されます。

 • C-V2X測定（プロトコルとRF）を簡素化できる、直感的な操作が可能なユーザーインタ
フェース

 • グローバルナビゲーション衛星システム(GNSS)エミュレーター（Keysight N5182B MXG 
Xシリーズ RFベクトル信号発生器）

 • 5G測定プラットフォーム（UXM 5Gワイヤレステストセット）

 • 5G NR V2Xへのロードマップ

 • C-V2Xコンフォーマンステストの基礎

キーサイトでは、これらの規格を習得するための支援も行っています。RF、5G、およびC-V2X

に関する一連のウェブキャストをオンラインで利用できるほか、当社のアプリケーションエキ

スパートによる対面式セミナーも開催しています。

関連ウェブページ
測定ガイド、ユーザーズガイド、プログラミングガイドは、以下のウェブページの[技術資料ラ

イブラリ]タブで検索できます。

LTE-V2X Xアプリケーション 

www.keysight.co.jp/find/N9080EM4E

V2X波形信号の作成とオフライン再生 

www.keysight.co.jp/find/N7626C

グローバルナビゲーション衛星システム(GNSS)用Signal Studio 

www.keysight.co.jp/find/N7609C

C-V2Xソリューションのウェブページ 

www.keysight.co.jp/find/cv2x


